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印西市は、悠々と流れる利根川、水鳥が飛び交う印旛沼や手賀沼に代表される

豊かな自然環境、先人から受け継がれてきた伝統や文化、多様な都市機能が計画

的に整備された新市街地など、様々な表情をあわせもつ調和のとれた美しい 

まちです。 

こうした姿が本市の魅力であり、大切な財産として次世代に継承していくこ

とが重要と考えており、平成 29 年３月には、市民、事業者、市が協働で本市の

個性と魅力をさらに向上させていくために、今後取り組むべき景観まちづくり

の方策を示す「印西市景観まちづくり基本計画」を策定いたしました。 

そしてこの度、景観形成の基本目標の実現を目指して、景観法に基づく「印西

市景観計画」を定めました。この計画は、本市の地域特性を反映した景観づくり

のルールや、景観法の届出制度による建築物等の規制誘導の基準、協働による 

景観まちづくりの推進など、良好な景観形成の推進に向けた取り組みをまとめ

たものです。 

景観計画を推進することにより、本市の魅力の向上や市民のふるさと意識の 

醸成を育み、「真に住みよさを実感できるまち」、「住み続けたいまち」となるも

のと考えております。 

結びに、本計画の策定にあたり御尽力をいただきました関係者の皆様に心か

ら感謝を申し上げます。 

平成 30 年３月 

 

印西市長  板倉 正直 
 

 




